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概要
本稿では，選択体系機能言語学の理論枠組みに基

づき，大規模言語モデル（LLM）の社会的知能を評
価するための新しいフレームワーク「JaSocial」を提
案する．この理論を日本語敬語の使用に適用するこ
とで，敬語表現が持つ社会的背景や役割に基づき，
より詳細かつ包括的に LLMの能力を分析すること
ができるフレームワークを設計した．さらに，この
フレームワークの運用を支える専用の評価データ
セットを新たに構築し，様々な LLMによる日本語
敬語生成の適切性を多角的に検証するための土台を
提供する．

1 はじめに
「社会的知能」とは，人間関係を理解し管理し，さ
まざまな社会的状況において効果的なコミュニケー
ションを行う能力を指す [1, 2]．本研究では，日本語
の敬語における大規模言語モデル（LLM）の「社会
的知能」を評価することを目的としている．特に，
日本語の敬語は社会関係や場面に強く依存してお
り，上司，同僚，部下などに対して異なる敬語を使
用する必要がある．本研究では，社会的文脈と言語
表現の役割を体系的に統合する視点を重視し，精密
な評価を目指す．また，データ不足や敬語の使い方
の許容度に関する主観的差異といった課題にも対応
する必要がある．これらの課題を解決するために，
本研究では選択体系機能言語学（SFL）の思想に基
づき，「社会関係（第一層）→発話機能（第二層）→
敬語表現（第三層）」という多層的な枠組みを採用
し，社会的文脈（人間関係），発話機能（依頼，断
り，報告など），および具体的な敬語表現の三者間
の適合度に着目して LLMが異なる場面において適
切な敬語を生成できるかを検証する．さらに，これ

らの評価を行うために新たにビジネスメールデータ
セットを作成し，これを研究の基盤として活用して
いる．手法として，まず社会関係（目上，同等，目
下など），発話機能（依頼，断り，報告，謝罪など），
敬語レベル（尊敬語，謙譲語，丁寧語，インフォー
マルなど）を多層的に注釈する．次に，言語モデル
を用いた分類器でテキストを階層的に分類し，役割
関係と言語機能の一貫性を分析し，実際の社会的場
面に基づくメールや対話の生成結果に対して多層
的な評価を行うことで，LLM の「社会関係の適合
度」「発話意図の適合度」および「敬語使用の適合
度」における優劣を明確にする．SFLの多層的視点
を LLM評価に導入することで，言語生成における
社会的文脈の次元をより深く理解することに寄与す
る．また，実用的には，対話システムやメール生成
などの場面で敬語の適切性を説明可能かつ定量的に
評価できる手法を提供し，モデルの「社会的知能」
を向上させるための指針となることが期待される．

2 関連研究
日本語生成文の自動評価手法は，近年大きな進
展を遂げており，特にニューラルネットワークを
用いた日本語生成およびその評価モデルが数多く
提案されている．Hanら [3]は，日本語大規模言語
モデルの性能を効率的に評価するため，複数の日
本語評価データセットを活用した自動評価ツール
「llm-jp-eval」を開発した．しかし，このツールは社
会的文脈や敬語の適切性といった微妙な言語要素の
評価には対応しておらず，特に敬語の評価では課題
が残されている．Rahayuら [4]は，敬語評価におけ
る文化的要因の影響を指摘している．この課題に対
処するため，Feelyら [5]は，敬語の適切性を自動的
に評価し，社会的文脈への適応性を測定するモデル
を提案している．同様に，Sekizawaら [6]は，事前
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図 1 JaSocial評価フレームワーク

学習された言語モデルを用いて社会的関係を考慮し
た敬語生成を実現し，その有効性を実証している．
これらの研究は，敬語評価と生成において社会的文
脈をモデル化する必要性を浮き彫りにしている．さ
らに，Ohashi [7]は，日本語の敬語使用における社会
的役割の変化を明らかにするため，電子メールの分
析を行った．研究では，役割が変化するにつれて，
参加者が使用する敬語の頻度や形式が変化し，新た
な役割や地位を反映することが示された．この結果
は，敬語が単なる礼儀の表現ではなく，個人の役割
認識や社会的関係性の動的変化を反映する重要な手
段であることを示唆している．
ここで注目されるのが，選択体系機能言語学

（SFL） [8]であり，言語を社会的文脈に基づいて分
析するための強力な理論的フレームワークを提供し
ており，言語選択がどのように社会的関係や役割を
反映するかを明らかにするのに有効である．Sato [9]
は，SFLを用いた分析により，敬語が話者の社会的
役割や関係性をどのように示すかを詳述している．
特に，複雑な社会的要因を考慮した敬語分析が，敬
語生成モデルの精度向上に寄与することを示して
いる．また，SFL を活用した実践例として，教育
や翻訳支援の分野での応用が挙げられる．例えば，
Nakayamaら [10]は，特定の社会的状況に応じた敬
語使用の学習を支援するプロトタイプシステムを開
発し，その実用性を示した．このような実践は，敬
語生成と評価が社会的文脈の理解と密接に関連し
ていることを強調している．敬語生成および評価に
おいては，社会的文脈や役割変化をモデルに組み込

むことが重要であると考えられる．本研究では，こ
れらの知見を基に，より汎用性の高い評価フレーム
ワークの構築を目指す．

3 フレームワーク設計
JaSocialの評価フレームワークの全体像を図 1に
示す．

3.1 評価基準データセットの構築
表 1 各社会関係とメール通数

社会的関係 送信者→受信者 合計
目上から目下 教員→学生 200
目上から目下 従業員→部下 200
目下から目上 学生→教授 200
目下から目上 従業員→上司 200
同輩から同輩 学生→友人 200
同輩から同輩 従業員→同僚 200
合計 - 1200

Liuら [11]は，社会的文脈を考慮した日本語ビジ
ネスメールのコーパスを構築した．このデータセッ
トは，文法構造のみにとどまらず，社会的文脈の
中で意味を構築し，交換するための社会記号体系
（social semiotic system）と捉える選択体系機能言語
学の理論を基盤としており，送信者と受信者の社会
的状況に基づく 8種類の「発話機能」（感謝，謝罪，
依頼，提案，お知らせ，挨拶，問い合わせ，催促）
の大分類タグでメール全体が注釈されている．し
かし，元のデータセットに付与されていたタグは，
メール全体に適用された包括的なものであり，詳細
な分析を行うには十分ではなかった．そこで，本研
究では，元のデータセットから可能な限り同一の社
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会的役割を持つ送信者が，異なる立場に対してメー
ルを送るデータを選定した．具体的には，表 1に示
す社会関係から 1200通のメールを抽出し，既存の
タグを文単位に分割・再注釈することで，SFLに基
づく詳細な分析が可能な形式へ再加工した．

図 2 文レベル視点出発の発話機能および具体的な意味
選択の選択肢
図 2 で示されている文レベル視点出発の発話機

能および具体的なシステムネットワークの選択肢
の中から，各文が主に表している選択肢をタグとし
て付与した．文レベルシステムネットワークの選択
肢は，発話機能体系の横断性および文脈依存性によ
り，自由に組み合わせ可能である．第 2層発話機能
は「やりとりされるもの」と「やりとりにおける役
割」の 2軸から構成され，それぞれが具体的な動き
（陳述，質問，提供，要求）へと展開する．この階層
的構造により，複数の選択肢が同一発話内で並列的
または重複的に使用される．

表 2 発話例とタグ付け
例 1: A殿からの引継ぎ資料を読んでいたのです
が、いくつかファイルが欠けているようです．

第二層: やり取りされるもの: 情報
第二層: やり取りにおける役割: 与える
第二層: 送信者の動き: 陳述: 説明
第三層: 丁寧語
例 2: 大変申し訳無いのですがご理解の程よろし
くお願いします．

第二層: やり取りされるもの: 情報
第二層: やり取りにおける役割: 与える
第二層: 送信者の動き: 陳述: 謝罪＋挨拶
第三層: 謙譲語＋丁寧語
例 3: 申し訳ないけどなるべく早くお願い！

第二層: やり取りされるもの: 情報＋ものとサービス
第二層: やり取りにおける役割: 与える＋求める
第二層: 送信者の動き: 陳述+要求: 謝罪＋催促
第三層: インフォーマル

例えば，表 2の例 1では「陳述」と「説明」が「情
報を与える」行為として結合し，丁寧語を用いて不

足ファイルの存在を受信者に伝える意図を表現して
いる．また，例 2では「謝罪」と「挨拶」が「情報
を与える」行為として同時に現れ，発話者の謝罪と
礼儀を示す意図が読み取れる．一方，例 3では「謝
罪」と「催促」が「情報」と「ものとサービス」の
両方を含む行為として結合し，インフォーマルな表
現を通じて発話者の親密さや緊急性を示している．
これらの例は，選択肢が発話の目的や文脈に応じて
柔軟に組み合わされることを示しており，選択肢間
の固定的な対応を超えた多様性を反映している．以
上より，文レベルのタグ付けのデータセットは，発
話者の意図や文脈に応じた発話の多様性を実現する
基盤を提供でき，言語使用の文脈的特徴や敬語の運
用に関するさらなる研究を支える重要な基盤リソー
スとして位置づけられる．

3.2 分類器の評価プロセス
評価プロセスでは，メール全体と文単位の特徴
を分類器で分析し，社会的文脈，発話機能，敬語
使用を統合した詳細なレポートを生成し，そのレ
ポートから社会場面適応度を算出する．提案する
「JaSocial」フレームワークの分類器は以下の三層構
造から成る：

• 第一層分類器：社会関係，役割関係
社会関係分類器は，送信者と受信者の上下関係
（目上→目下，目下→目上，同輩→同輩）を判定
するために 3つの二値分類器を使用する．それ
ぞれの分類器は，メール中の文脈的手がかりに
基づき，「1（該当）」または「0（非該当）」を出
力する．3つの分類器の中で出力が「1」となっ
た結果をレポートに反映する．
役割関係分類器は，送信者と受信者の具体的な
社会的役割（例：学生→教師，上司→部下，同
僚→同僚など）を識別するために 6つの二値分
類器を使用する．各分類器の出力が「1」の場
合，その関係性がレポートに記載される．

• 第二層分類器: 発話機能
発話機能分類器は，文単位で複数の発話機能
（例：感謝，謝罪，依頼など）を同時に分類し，
メール全体の発話機能分布を集計する．各発話
機能の占有率（メール中にその機能が占める割
合）は，以下の計算式に基づいて算出される：

占有率 =
該当する発話機能を持つ文の数

メール全体の文数
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表 3 メールの内容とタグの表
項目 内容
社会場
面

あなたは今日学校で出題された宿題の内容を忘れてしまいました．その上，その宿題の提出は明日となっ
ています．そこで，どのようなメールを送れば，友人から早く宿題の内容を返信してくれるか考えなさい．

第 一
層: 共
通 社
会関係

送信者の社会的立場: 同輩
受信者の社会的立場: 同輩
送信者の役割: 学生
受信者の役割: 友人
内外関係: 内
送信者数: 個人
受信者数: 個人

件名 宿題，ヘルプ！！！
受信者
呼び名

Aさん

本文
文 1: ごめん！
文 2:今日の宿題の内容，申し訳ないけど，もう一回教えて！
文 3:ホントにごめん！！！
文 4:助けて欲しい．

タグ

文 1タグ: [第二層:やり取りされるもの:情報,第二層:やり取りにおける役割:与える,第二層:送信者の動
き:陳述:謝罪,第三層:インフォーマル]

文 2タグ: [第二層:やり取りされるもの:情報,第二層:やり取りにおける役割:与える＋求める,第二層:送
信者の動き:陳述＋要求:謝罪＋依頼,第三層:インフォーマル]

文 3タグ: [第二層:やり取りされるもの:情報,第二層:やり取りにおける役割:与える,第二層:送信者の動
き:陳述:謝罪,第三層:インフォーマル]

文 4タグ: [第二層:やり取りされるもの:ものとサービス,第二層:やり取りにおける役割:求める,第二層:
送信者の動き:要求:依頼,第三層:インフォーマル]

送信者 <sender>

例えば，メール中に 10文が存在し，そのう
ち「感謝」と分類された文が 4文，「依頼」と分
類された文が 2文の場合，それぞれの占有率は
以下のように計算される：

–感謝の占有率：4/10 = 40%
–依頼の占有率：2/10 = 20%

• 敬語表現の割合
敬語表現分類器は，各文における敬語の使用形
式を判定する．この分類器は文単位で敬語使用
のいずれかを出力し，メール全体の敬語使用割
合を計算する．
これにより，LLMが社会的文脈に応じた適切な

敬語表現や発話機能を生成しているかを，直感的か
つ定量的に評価することが可能となる．

3.3 社会場面適応度の計算
評価基準データセットの一部を教師データとして

活用して，各層の分類器に対して「タグマッチング
モデル」を構築し，社会場面における典型的な発話
機能の割合や敬語使用の分布（尊敬語・謙譲語・丁
寧語など）を統計的に把握し，内部的に「理想タグ」
として保持する．
メール生成の評価プロセスでは，タグマッチング

モデルが推定する「理想的な社会関係・役割関係」
「理想的な発話機能の分布」「理想的な敬語使用率」
などの基準を，生成されたテキストの特徴と比較す
る．一致度は以下の指標によって測定される：(1)
社会関係および役割関係の一致度，(2)発話機能占
有率の差異，(3)敬語使用率の期待値との差分．こ
れらのスコアを 0～1に正規化した上で加重平均を
行い，メール全体の社会場面適応度を算出する．例
えば，学生→教師の問い合わせ場面では，理想タグ
として「目下→目上」の社会関係，「依頼・感謝を中
心とした発話機能の分布」，および「謙譲語優位の
敬語使用」が設定される．この理想タグに対する生
成メールの一致度を定量的に評価することで，該当
社会場面への適応度を総合的に測定することが可能
である．

4 おわりに
本研究では，日本語敬語を用いた LLM の社会
的知能を評価するための新しいフレームワーク
「JaSocial」を提案した．本稿では，フレームワーク
の設計とデータセット構築を中心に述べたが，今後
の課題として，各分類器の実装と性能評価，実際の
LLM生成結果を用いたフレームワークの検証は今
後の課題として残している．
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